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米国工作機械（切削型）受注統計
（金額単位：千ドル）

受 注年 月 金 額台 数
4,149,93525,0292007年累計
303,6941,7472008年1月
304,8671,9062月
531,3242,8293月
402,6022,0024月
350,1751,9745月
388,9632,2716月
307,3581,7327月
326,6981,9338月
416,6462,4609月
271,2411,69110月
184,4721,26311月
179,3141,39112月
3,967,35423,1992008年累計
91,3906942009年1月
107,7697802月
153,3649633月
99,1628554月
103,6088145月
117,7718536月
131,9969077月
117,5838068月
136,1339209月
134,93299310月
157,02095611月
1,350,7289,5412009年累計

◆米国工作機械受注統計（11月）
AMT（米国製造技術工業協会）及びAMTDA（米国

工作機械販売協会発表の受注統計（USMTC）によると、

2009年11月の米国切削型工作機械受注は、1億5,702万

ドルで前月比16.4％増、前年同月比14.9％減となった。

AMTDAのBorden専務理事は「製造業受注の3ヶ月連

続金額の上昇傾向は、台数ベースでは依然として1000

台レベルであるものの、産業と国にとってすばらしい

ニュースである。2010年に入り、米国製造業の雇用や

受注残レベルだけでなく、貿易収支や国内経済の改善

も可能にするような法律が国会を通過することを望ん

でいる。」と述べた。
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工作機械受注の月次推移（米国）

（単位：百万ドル）
2008年累計

（R）
2009年累計

（P）前年同月2009年10月2009年11月
（P）地 域 別 前年同期比

（％）
前年同月比
（％）

前月比
（％）

全
米

-64.43,790.011,350.73-14.9184.4716.4134.93157.02切 削 型
-54.8446.92201.80-24.929.0313.319.2421.81成 形 型
-63.44,236.931,552.53-16.2213.5016.0154.18178.83計

北
東
部

-52.6562.53266.48-1.730.8939.321.8130.37切 削 型
-42.961.7335.24-67.39.02-33.14.412.95成 形 型
-51.7624.26301.72-16.539.9127.126.2133.32計

南
部

-65.2539.84187.93-10.625.8816.419.8823.14切 削 型
-71.397.7228.03-21.95.56137.11.834.34成 形 型
-66.1637.56215.96-12.631.4326.621.7127.48計

中
西
部

-70.41,300.42384.36-33.267.740.744.9245.24切 削 型
-44.8108.7459.98-5.04.3322.73.354.11成 形 型
-68.51,409.16444.35-31.572.062.248.2749.35計

中
部

-64.1925.45331.77-1.942.2146.928.1641.38切 削 型
-67.8147.6047.59-3.58.169.57.197.88成 形 型
-64.61,073.05379.36-2.250.3739.335.3649.26計

西
部

-61.0461.76180.18-4.917.76-16.220.1616.89切 削 型
-0.631.1330.9528.91.972.92.462.53成 形 型
-57.2492.90211.13-1.519.73-14.122.6219.43計

Ｐ：暫定値 R：改定値
四捨五入により合計値及び％は一致しない場合がある。
＊：1,000％以下
出所：USMTC

（USMTCレポート 1月11日付）

◆米国工作機械受注統計（地域別）

◆米国工作機械貿易統計（11月）
毅2009年11月の米国工作機械輸出額（切削型）は、

前月比2.6％増の96.5百万ドルであった。

2009年1～11月の輸出累計は、前年同期比38.5％

減で、990.3百万ドルであった。

毅2009年11月の米国工作機械輸入額（切削型）は、
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台湾工作機械国別輸出入統計（2009年1～9月）
（単位：千USドル）

輸 入輸 出
前年比（％）2008.1-92009.1-9国 別順 位前年比（％）2008.1-92009.1-9国 別順 位
-86.0799,397112,036日 本1-45.2859,426471,155中国・香港1
-53.174,43634,938ド イ ツ2-60.8258,110101,225米 国2
42.612,11017,272イ タ リ ア3-64.5169,12560,095ド イ ツ3
-45.830,17816,362中国・香港4-44.186,98948,629タ イ4
-39.224,24514,747ス イ ス5-65.0123,39343,225ブ ラ ジ ル5
-94.7273,47214,521米 国6-57.093,60240,263イ ン ド6
-63.028,89310,696韓 国7-43.762,91435,437マレーシア7
-71.373,87421,215そ の 他-62.91,259,299467,214そ の 他
-81.61,316,605241,787合 計-56.52,912,8581,267,243合 計

出所：海関進出口統計月報

台湾工作機械機種別輸出入統計（2009年1～9月）
（単位：千USドル）

輸 入輸 出機 種 名 前年比（％）2008.1-92009.1-9前年比（％）2008.1-92009.1-9

-93.51,000,53164,616-55.5122,13654,368放電加工機
-51.440,02219,456-64.7947,832334,121マシニングセンタ
-57.764,83127,437-55.0662,600297,987旋盤
-59.434,04613,830-49.9289,379144,971ボール盤・フライス盤・中ぐり盤
-41.275,50944,390-59.4151,04561,271研削盤
-20.826,16620,722-51.6145,58970,406歯切り盤・歯車機械
-84.71,241,105190,451-58.52,318,581963,124切 削 型 合 計

出所：海関進出口統計月報

前月比4.2％減で118.2百万ドルであった。

2009年1～11月の輸入累計は、前年同期比53.7％

減で、1,733.1百万ドルであった。

（AMTReport 2010年1月12日付）

前年比
増減率
（％）

2008年
1-11月

2009年
1-11月

11月/10月
増減率
（％）

2009年
10 月

2009年
11 月

（38.5）1,610.5990.32.694.196.5輸 出
（53.7）3,744.31,733.1（4.2）123.4118.2輸 入切削型
（65.2）（2,133.9）（742.8）（26.0）（29.4）（21.7）収 支

（21.0）681.8538.8（8.3）52.948.5輸 出
（45.3）945.4516.838.734.047.2輸 入成形型

（108.3）（263.6）21.9（93.0）18.91.3収 支

（33.3）2,292.31529.1（1.4）147.0145.0輸 出
（52.0）4,689.82,250.05.1157.5165.4輸 入合 計
（69.9）（2,397.5）（720.9）95.2（10.5）（20.4）収 支

（41.9）1050.6610.019.949.459.2輸 出
（55.1）3,307.71484.45.099.9104.9輸 入NC機
（61.3）（2,257.2）（874.4）（9.6）（50.5）（45.7）収 支

㊟ (はマイナスを表す。四捨五入により、合計値と一致しない場合がある。
出所：AMT－TheAssociationforManufacturingTechnology

◆台湾工作機械輸出入統計（2009年1～9月）
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◆韓国工作機械主要統計（切削型・2009年10月）
輸入（単位：百万ドル）輸出（単位：百万ドル）生産（単位：億ウォン）受注（単位：億ウォン）年 前年比金 額前年比金 額前年比金 額前年比金 額

27.12,33441.21,22123.918,80114.820,9122006

-55.61,03712.61,3758.220,3463.621,6602007

0.01,0372.21,4056.121,5819.823,7872008

-42.3162-17.7317-13.24,943-17.54,84508.4Q
-33.7183-28.7234-21.43,846-37.03,62309.1Q
-41.5183-48.7197-31.63,796-47.43,6162Q
-29.0203-50.4186-52.02,972-38.53,8843Q

-15.676-4.9116-1.31,719-4.41,8502008.10
-40.057-28.894-16.21,696-31.71,54811
-24.029-18.3107-20.81,528-13.51,44712

-46.061-24.076-3.11,390-33.71,2552009.1
-44.440-22.181-27.11,128-35.51,1602
-9.982-37.977-30.61,328-41.41,2083
-54.556-38.980-28.91,314-44.81,2824
-31.355-58.154-37.51,074-51.71,0815
-34.572-49.263-29.01,408-45.91,2536
-42.569-56.962-54.2968-58.21,0007
-29.562-51.855-57.4857-40.41,0388
-7.772-41.569-44.61,147-15.21,8469
-18.462-56.950-30.61,1935.51,95110

韓国工作機械機種別生産（2009年1～10月）
（単位：百万ウォン）

前年比（％）2009.1-102008.1-10前月比（％）2009.102009.9

-41.0525,070890,1866.248,54645,730NC旋盤
-38.739,69864,798-11.51,9412,193NCフライス盤
-37.6357,588572,893-6.534,44336,856マシニングセンタ
26.46,7325,327142.31,660685NC放電加工機
6.851,57148,275106.516,4787,979NC中ぐり盤

-34.21,132,7491,721,2593.1112,303108,933NC合計
-47.917,06432,733152.81,388549旋盤
-58.815,52237,669-6.71,5161,625フライス盤
-40.31,3542,268-8738286ボール盤
-36.09,67715,12765.92,0321,225研削盤
-12.85,8846,749-83.5160968専用機
-47.460,241114,48020.96,9825,774非NC合計
-35.01,192,9901,835,7394.0119,285114,707金 属 切 削 型 合 計

韓国工作機械機種別出荷（2009年1～10月）
（単位：百万ウォン）

前年比（％）2009.1-102008.1-10前月比（％）2009.102009.9

-38.0554,133894,365-14.653,17862,237NC旋盤
58.239,85325,1995.22,1302,025NCフライス盤
-38.7364,605594,957-15.733,33339,520マシニングセンタ
-41.93,1775,466185.91,015355NC放電加工機
-17.339,49247,765-36.44,8987,701NC中ぐり盤
-32.11,157,8721,706,348-18.2105,409128,865NC合計
-44.420,88937,5580.62,1952,181旋盤
-53.519,16941,266-18.31,7312,118フライス盤
-35.31,3802,13411168151ボール盤
-38.411,63418,87323.32,0111,631研削盤
4.25,7245,49423.8495400専用機

-54.965,664145,7210.58,3338,288非NC合計
-33.91,223,5361,852,069-17.1113,742137,153金 属 切 削 型 合 計

（出所：KOMMA）＊データは全て原文通り
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◆ドイツ工作機械主要統計
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◆米国：2010年の工作機械業界の見通し
米経済の現況において、製造業部門では工作機

械業界が最も打撃を受けた部門の一つとなってい

る。米国製造技術工業協会（AMT）によると、2009

年1～10月期の受注は66％減少となっている。

QualityDigestDaily紙は、米工作機械業界の2010

年見通しについてAMTの戦略情報・調査担当の

PatMcGibbon常務理事にインタビューした。

【2009年1～10月期の工作機械消費が67～68％減

少していることについて】

工作機械消費の減少は現在の経済不況のみが原

因ではない。非経済的要因には2つある。第1には、

2008年12月31日に資本機械を対象とするボーナス

償却プログラムが終了したことがある。それは

2008年後半に2009年の需要の一部を前倒した。ま

た、信用も2008年末と2009年第1四半期に厳しく、

融資金利も高いものになった。さらに、2008年9月

に開催された国際製造技術展IMTSの後の四半期

はいつもことながらビジネスが若干減速するもの

である。

【経済の現況において具体的対応策は?】

工作機械メーカーは現在のシナリオにおいて多

くは変えられない。金融がひっ迫しているので、

工作機械メーカーが顧客の機器購入に融資してい

るが、原資は限られている。

米国工作機械メーカーはドル安

の為替で有利に立っている。多く

のアジアとEU企業はドル安による

価格低下で製造機器生産のため米

国製部品の購入を検討するだろう。

米国工作機械メーカーはメキシ

コ市場における機会に期待してい

る。アジアからの仕事はメキシコ

を経由して北米に殺到するので、

その仕事が米国メーカーに得られ

なくても、米国の工作機械メーカ

ーがメキシコ市場の40％を占めている事情から、

AMTメンバー企業にも機会が増大することを意味

するのだ。

【現在のシナリオがR&Dに及ぼす影響は?】

賢明な企業は下降期に備えており、その下降を

テコにして革新するものだ。AMTメンバー企業は

新たな生産施設を開設しており、生産設備を旧工

場から新工場へ移設することはそれほど大変なこ

とではない。同じように、一部メンバー企業は高

度熟練エンジニアと機械工を従来とは別の任務を

担当させることでR&Dを強化している。

【2010年の業界見通しについて】

米国工作機械市場は2010年に受注高がおそらく

2桁増加する。問題は、10％台の成長か55％弱の成

長になるかだ。最近開催したコンファレンスにお

いても、ムードは上向きだった。その会議におい

てエコノミスト筋が一致した点は、大きな回復を

示したとしても、2010年の市場規模は2008年実績

の半分を多少超えたものにしかならないことだ。

向こう2年間は受注が増加するが、その増加率はも

ともとのベースが低い数値からのものだ。

（QualityDigestDaily 2009年12月22日付）

◆米国：製造業設備稼働率は増加（11月）
11月の設備稼働率（速報値）は、全製造業で

68.4％、耐久財製造業で61.7％、機械製造業で

2.主要国・地域経済動向

米国製造業の設備稼働率月次推移
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57.6％となった。

前月比で見ると、全製造業では0.8ポイント、耐

久財製造業では0.7ポイント、機械製造業では0.4

ポイント夫々増加している。一方、前年同月比で

見ると全製造業では2.7ポイント減少している。

（FRBStatisticalReleaseG.17（419）/12月15日付）

◆米国：製造業部門、5ヵ月連続で成長（12月）
米サプライ・マネジメント協会（ISM）の購買管

理指数（PMI：製造業350社以上のアンケート調査

に基づく月次景況指数）によると、2009年12月の

ISM指数（PMI）は55.9％と景況感の分かれ目であ

る50％を上回り、製造業部門の活動も5ヵ月連続

で成長した。一方、経済全体の動向はPMIが上昇・

下降の分岐点41.2％を8ヵ月連続で上回り、経済成

長を遂げた。

12月の調査結果について、ISMは次のようにコ

メントしている。「製造業部門は12月に5ヵ月連続

で成長し、PMI（55.9％）も2006年4月以来の最高

となっている。新規受注と生産が指数60％を超え

て好調である」

なお、12月の製造業の景況感について、対象18

業種中、次の9業種が「企業活動を拡大した」と回

答している。アパレル・皮革製品、石油・石炭製

品、コンピューター・電子製品、機械類、電気機

器・家電製品・部品、輸送用機械、紙製品、家具

類、食品・飲料・たばこ製品。

ISMが発表した12月の主要個別指数の前月比変

動傾向は以下の通り。

（ISMManufacturingReportonBusiness 2010年1月

4日付）

◆米国：AMT、オバマ政権の『米国製造業再活性
化フレームワーク』報告書を重要なステップと
して期待
米国製造技術工業協会（AMT）は、オバマ政権

が2009年12月16日に発表した『米国製造業再活性

化フレームワーク』報告書を苦境にある米国の製

造部門強化の重要なステップとして認識している。

「強力な製造部門の存在が米国の将来に不可欠

であるとオバマ大統領が認識していることに勇気

づけられている。また、米国製造業者がグローバ

ル市場で効率的に競争する上で直面する課題をオ

バマ大統領が認識していることも重要だ」とAMT

のDouglasK.Woods専務理事は言う。「今がそれら

のアイデアを実行に移すべきときだ」

同専務理事は2009年秋にAMT独自の『製造業マ

ンデート（指令書）』を発表し、米国政府に製造業

ISM指数の推移

備 考2009年
11月指数

2009年
12月指数項 目

11月比2.3ポイント上昇。
製造業は5ヵ月連続成長。
11月のPMI（55.9％）は年
率 換 算 実 質GDP成 長 率
4.6％に相当。

53.655.9ISM 指 数
（PMI）

11月比1.9ポイント上昇。
拡大の基準である50.4％を
7ヵ月連続で上回った。11
業種が成長を報告した。

59.961.8生 産

11月比5.2ポイント上昇。
6ヵ月連続で増加した。11
業種が成長を報告した。

60.365.5新 規 受 注

前月比2ポイント低下。9
業種が増加を報告した。

52.050.0受 注 残 高
（季節調整なし）

11月比0.9ポイント上昇。
5業種が長期化を報告した。

55.756.6サプライヤー納期

前月比2.1ポイント上昇。6
業種が在庫増を報告した。

41.343.4在 庫

11月比1.2ポイント上昇。
7業種が増加を報告した。

50.852.0雇 用

前月比6.5ポイント上昇。
12業種が上昇を報告した。

55.061.5仕入れ価格

前月比1.5ポイント低下し
たものの、6ヵ月連続の増
加。7業種が増加を報告。

56.054.5輸 出 受 注

前月比3.5ポイント上昇。8
業種が増加を報告した。

51.555.0原材料輸入
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強化の対策を要請している。

『製造業マンデート（指令書）』では、グローバ

ルな競争力と輸出促進を強化する政策を講じるこ

と、イノベーションとR&Dを支援すること、資金

枠を保証すること、構造的なコスト負担を最小化

すること、製造業をさらに上のレベルに引き上げ

る「スマートフォース」労働力を養成すること、

などが要請されている。

オバマ政権の『米国製造業再活性化フレームワ

ーク』報告書には、AMTの『製造業マンデート』

の提言内容が反映されている。「AMTはR&Dに対

するオバマ大統領の力強いコミットメントを共有

している。米国は革新的な製造技術のリーダーと

して知られるところだ」とWoods専務理事は言う。

「大幅な政府のR&D支援を通じて時代に先行し続

けることが重要だ」

DouglasK.Woods専務理事は、「AMTは、オバマ

政権が製造業フレームワークを公表したことを評

価したい。製造業の再活性化を目指してオバマ政

権と米議会に協力していきたい」と述べている。

（AMTプレスリリース 2009年12月17日付）

◆米国：米国標準技術局、新金属技術を助成
米商務省の米国標準技術局（NIST）は、「重要な

国家ニーズに取り組む革新的でハイリスクを伴う

新技術の研究」と認める20分野の異なるプロジェ

クトに対して総額7,100万ドルを割り当てている。

資金助成を受けるプロジェクトの一つは、Third

WaveSystemsInc.社による「機械加工可能な先進合

金と対応部品機械加工プロセスの開発のための統

合的多重スケールモデリング」である。

これは3年に及ぶプロジェクトで、合金開発者の

マイクロメカニカル・モデルと製造業者の物理的

機械加工モデルと組み合わせて高度に機械加工可

能な先進合金を創り出すものである。このプロジ

ェクトは317万ドルの助成を受ける。

ThirdWaveSystemsInc.社によると、同プロジェ

クトは切削機械メーカー、機械加工メーカー、

OEMなどの機械加工業界の各部門に影響を及ぼす

可能性がある。

その研究活動は、Cessna、GeneralDynamicsOrdi-

nance&TacticalSystems、GEAviation、Kennametal、

PennsylvaniaSteelCorp.、Rolls-Royceの各社のサポ

ートを得て2010年2月に開始される。

（AmericanMachinist電子版 2009年12月30日付）

◆ドイツ機械業界、正社員の09年削減規模は4万人
独機械業界で2009年に削減された正社員の数は

4万人程度に収まり、年央に予想されていた6万人

を大きく下回ったもようだ。独機械工業連盟

（VDMA）のハンネス・ヘッセ専務理事が『フラン

クフルター・アルゲマイネ』紙に対し明らかにした。

08年末時点の業界就労者数は95万4,000人で、10月

末時点の削減規模は2万8,000人だった。

人員削減の規模が比較的小さいのは業界各社が

景気回復後をにらみ雇用の維持に注力しているた

め。生産体制の柔軟化や時短の活用で対応してい

る。自己資本の厚みも大きな緩衝材になっている

という。

ただ、業界を取り巻く環境は依然として厳しく、

10月の工場稼働率は70.7％と例年を大きく下回っ

た。受注残高は4.6カ月で、危機的な水準とされる

4カ月に近づいてきた。ヘッセ専務理事は2010年

第1四半期末までに受注が上向かないと銀行の融

資抑制がさらに強まる恐れがあると警戒感を示し

た。

（FrankfurterAllgemeineZeitung 2009年12月23日

付）

◆欧州：EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資
本財生産月次推移（12月）
欧州委員会の発表した2009年12月のEU主要国

製造業景気動向指数（D.I.）によると、EU全体で

は3ポイント上昇している。国別では、イタリアが

6ポイント、フランスが5ポイント、ドイツが2ポイ

ント夫々上昇しているものの、イギリスは横ばい
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で推移している。

一方、ユーロ圏の資本財生産については、2009

年10月は前年同月比で16.3％減となった。なお、

2009年11及び12月の数字は未発表である。

（欧州委員会MonthlySurveyofManufacturing

Industry及びIndustrialProduction調査）

◆ベルギー：EU議長国スウェーデンが工作機械産
業に与える影響
EU議長国に就いたスウェーデンが抱く野心は、

「EU2020年戦略］を軸とする環境効率の高い経済

への移行条件の整備で、この目標を推進する法整

備や加盟国への拘束力のある省エネ目標導入を目

指して「2006年欧州エネルギー効率化行動計画」

の改定に取り組んでいる。欧州委員会も議長国ス

ウェーデンの後押しで「エネルギー使用製品のエ

コデザインに関する指令」（EuP）の実施を急ぎ、

また、欧州議会でもスウェーデンの働きかけで、

「エネルギー・ラベリング指令」と「建築物のエネ

ルギー性能指令」（EPBD）の拡充強化を検討して

いる。

工作機械産業としては、気候変動枠組み条約第

15回締約国会議（COP15）でCO2削減義務につい

て各国が合意し、これにより全産業の省エネに向

けた総点検が実施されれば、工作機械産業に大き

な商機が訪れると期待していた。だが、COP15は

結局CO2削減義務を採択できず、

また、EUでは加盟国間のコンセン

サスの欠如で新エネルギー効率化

行動計画の採択が遅れている。

EUエネルギー効率化政策は全産

業の技術革新を強力に促し、工作

機械の発注増につながると見込ま

れる。このEU政策を支持する工作

機械業界も「自主ルール・イニシ

アチブ」（SRI）を実施する各業種

の第一陣に参加して「エコデザイ

ン指令」（EuP）のエネルギー使用

削減要件を満たすべく努力している。

（CECIMO 2010年冬季号）

◆ベルギー：エコデザイン指令（EuP）でCECIMO
は自主ルールを選択
欧州委員会は金属加工産業における「エネルギ

ー使用製品のエコデザインに関する指令」（EuP）

に基づく必須要件の評価を実施する方針だが、こ

れに対応して欧州工作機械工業連盟（CECIMO）は

欧州委員会と結ぶ任意協定によって、EuPが定め

るエネルギー削減目標の達成を目指す方針だ。

「我々は実施計画を作成し、ISOに関連作業部会

を設けるなど、短期間でかなりの具体的な成果を

挙げてきた」とCECIMOのFilipGeerts事務局長は

2009年11月17日開催の「EuP諮問フォーラム」で

述べている。この会合でCECIMOが提示したエコ

デザイン「自主ルール・イニシアチブ」（SRI）は

欧州委員会も歓迎していて、2010年早々に工作機

械産業を対象とした業種別評価に取りかかる。

新設のCECIMOEuP運営委員会、また、専門家、

研究者、設計技師で構成されるCECIMOEuPエネ

ルギー効率作業部会がSRIに関する研究を実施す

る。なお、CECIMOSRIには関係メーカー1,600社

が関与していて、参加企業数の多さで各業種のSRI

中、群を抜いている。

CECIMOSRIの特徴は、多種多様な製品のエネル

EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資本財生産月次推移
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ギー効率改善見通しの提示に際して、メーカーが

工作機械を「モジュールの組合せ」として捉える

のを認めて、競合製品との不必要な比較をしなく

ても改善評価ができる工夫をしている。また、情

報の機密維持が保証され、各メーカーが［環境製品

宣言］によって自社の省エネ成果を発表する機会

も与えられるため、欧州委員会もこのSRIを評価

している。

SRI実施計画では、個別工作機械メーカーが自社

のエネルギー改善成果を算出して、結果を各国の

工作機械工業会（CECIMO加盟団体）に報告、この

情報を各国工業会がCECIMO公開タスクフォース

に提出し、ここで欧州工作機械産業の使用エネル

ギー削減状況を集約して欧州委員会に報告する予

定だ。なお、エネルギー改善計測方法の標準規格

はISOやCEN（欧州標準化委員会）が提供する予

定で、ISOTC39には「工作機械環境評価」を取り

扱う作業部会が既に設けられている。

CECIMOSRI最大の利点は作業の複雑さと製品

の多様さへの配慮が行き届き,メーカーによる機

械の個別評価も認められるので不公正競争に対抗

できる点だ。なお、欧州工作機械産業は「FP6

NEXT」や「FP&PROLIMA」グリーン技術・エコ

製品開発プロジェクトにも積極関与している。

（CECIMO 2010年冬季号）

◆ベルギー：新「機械指令」の特徴について
2009年12月29日に改定「機械指令」が発効した。

この新指令は欧州委員会主催で12月9日に開かれ

た「欧州機械会議」で発表されたが、製造業から

多数関係者が参加し、新指令への関心の高さを示

した。旧機械指令は欧州域内市場での機械の自由

流通を保証したが、新指令では産業界の現在のニ

ーズに対応した安全衛生要件の拡充や要件不適合

製品による不公正競争を取り締まる市場監視体制

の強化、また、一国および欧州レベルでの取締り

協力と情報の交換が盛り込まれている。

なお、「欧州機械会議」で欧州委員会は新指令の

実際の適用に関する広範囲にわたる情報を提供す

る「ガイド」の刊行を発表している。EU全域での

新指令の統一的な適用を図るのが目的で、機械関

連の他のEU指令や機械指令関係機関の紹介もあ

る。なお、CECIMOも欧州技術産業協会（Orgalime）

機械指令中核グループや、欧州委員会設立の機械

指令作業部会（MDWG）に参加して、「ガイド」作

成にかかわっている。

新「機械指令］について、「欧州機械会議」の工

作機械工業部会で、CECIMOのXabierEguren副会

長は、市場監視の強化で公正競争が保証され、ま

た、技術革新が促される、と工作機械業界は新指

令を歓迎すると述べている。また、Eguren副会長

は単一欧州特許制度の採用と欧州R&Dプログラム

への参加規則の簡素化を部会で提案している。

（CECIMO 2010年冬季号）

◆ユーザー関連トピックス
フィアット、生産開発強化に80億ユーロを投資

伊自動車大手のフィアットは生産性向上と開発

強化に今後2年間で約80億ユーロを投資する計画

だ。大部分は国内拠点に投じる方針という。同社

のセルジオ・マルキオーネ社長が22日、ローマで行

われた政府関係者や従業員代表との円卓会議で明

らかにした。生産性の向上では、国内の6工場のう

ちシチリア島のテルミニ・イメレーゼ工場を閉鎖

する意向を示した。同計画に対しては従業員が強

く反発しており、今後の動向が注目を集める。同

工場ではランチアのコンパクトカー「イプシロン」

を生産している。

（Automobilwoche 2009年12月23日付）

独自動車・機械メーカーにしのび寄る危機

企業コンサルティング大手のOliverWymanは9

日発表した自動車・機械産業の部品調達リスク管

理に関する調査報告で、独国内自動車部品メーカ

3.その他
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ーの2010年の倒産件数が70～100件、産業機械部

品メーカーも同500件に達するとの見通しを明ら

かにした。部品メーカーが数多く倒産する結果、

景気回復で需要が増えたときに自動車・機械メー

カーは部品を調達できなくなり、生産ラインの停

止と連鎖倒産に追い込まれる恐れがあると警鐘を

鳴らしている。

戦後最悪の不況のなか、今年初めからこれまで

に倒産した国内の自動車部品メーカーは約50社、

機械部品メーカーは300社以上に上る。自動車・産

業機械メーカーはこれまでのところ、こうした打

撃を吸収しているが、部品メーカーの大量倒産が

起こると対応しきれなくなり、生産計画に影響が

出かねない。特に産業機械メーカーの場合、特定

の1社から全ての部品を調達しているケースが少

なくないため、供給元の後を追う形で経営破たん

するリスクが非常に高いという。

OliverWymanが欧米150社の調達担当者を対象

に実施したアンケート調査では、製造プロセスで

のトラブルを原材料・部品調達における最重要リ

スクと挙げる企業は過半数に達した。だが、トラ

ブルに備えた体制作りは全体的に遅れており、リ

スク管理の達成度に関する調査では「リスク管理

を行う部署がない」企業が18％、「部署はあるが、

事後対応（リアクティブ・アプローチ）」が55％を

占めた。「リスクを未然に防ぐ取り組みをしてい

る（プロアクティブ・アプローチ）」は24％、「生

産から消費に至る全体でリスク管理を実施してい

る」も4％にとどまる。

OliverWymanの担当者は、部品調達で今後予想

されるトラブルを早期に予測・把握したうえで、部

品メーカーとのコミュニケーションを緊密化すれ

ば、取引先の経営状況をいち早く察知し共倒れリ

スクを軽減できると指摘している。

（OliverWymanpressrelease 2009年12月9日付）

METAVでインプラント・人口骨の特別企画展

独デュッセルドルフで2月に開催される「国際金

属加工機械・技術見本市（METAV2010）」（2月23

日～2月27日）で、インプラントや人工関節にス

ポットライトを当てた特別企画展「Metalmeets

Medical」が実施される。同企画展ではシーメンス

と国内の工作機械メーカーなどが共同で特別展を

企画するほか、医療技術メーカーによる展示やフ

ォーラムが開催される。業界団体のBV-Medによる

と、2008年の関連製品による売上高は前年比3％増

の178億ユーロ。そのうち、輸出が約6割を占めた。

（MaschinenMarkt 2009年12月14日付）

ドイツ企業の研究開発投資、08年は7.2％増加

研究開発や教育の促進団体である科学促進者連

盟（StifterverbandfuerdieDeutscheWissenschaft）

が18日発表した独民間企業の2008年の研究開発

（R&D）費は計573億ユーロで、前年から7.2％増加

した。企業のR&D費用は年々、拡大する傾向にあ

り、景気が大幅に悪化した今年も0.2％増える見通

しだ。

研究開発費が最も多い産業は自動車で、08年は

前年比10.6％増の200億4,200万ユーロに達した。

増加幅が高いのは新モデルや環境対応技術の開発

に多額の資金を要するため。その他の主要産業の

実績は電機が7.1％増の108億ユーロ、機械が6.3％

増の55億3,500万ユーロ、化学が2.9％増の82億

9,700万ユーロだった。

企業のR&Dの対国内総生産（GDP）比率は1.84％

で、07年の1.78％から0.6ポイント拡大した。今年

は経済成長率が大きく落ち込むため、同R&D比率

はさらに上昇する見通し。

公的部門を含めたR&Dの対GDP比率は07年が

2.54％。同連盟の試算によると、08年は2.6％とな

ったもようだ。

同比率が最も高い国はスウェーデンで3.6％に上

る。2位は韓国（3.47％）、3位は日本（3.44％）。米

国は2.68％で、欧州連合（EU）27カ国平均は1.77％

にとどまる。

（PressRelease 2009年12月18日付）
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中国自動車メーカー、ハンガリーにバス組立工場

中国の自動車メーカー、厦門金龍汽車（Xiamen

KingLongMotor）は18日、ハンガリーにバスの組み

立て工場を建設すると発表した。建設地など詳細

は未定だが、すでにハンガリー当局と基本合意し

ている。2010年上半期中には進出地を決定し、建

設を開始する予定という。

実現すれば、厦門金龍にとって初めての欧州生

産拠点となる。同社は南部のDel-Alfold、ブダペス

ト北東のGyongyos、同北西のミシュコルツなどを

候補地として検討しているもよう。投資額は明ら

かにしていないが、全額を中国系銀行から調達す

るという。

同社は7年前から欧州販売を開始し、08年は欧州

で計1,000台のバスを販売。最近では、ハンガリー

の国営長距離バス会社Volanに60台を供給する契

約も獲得した。

（Portfolio 2009年12月18日付）

コタニ、独ヒルシュフォーゲルとポーランドで合弁事

業

自動車部品のコタニ（兵庫県加西市）は17日、

独自動車部品のヒルシュフォーゲルとポーランド

で合弁事業を実施する契約を交わした。コタニの

ポーランド子会社にヒルシュフォーゲルが資本参

加。2010年1月から本格的に事業を開始する。

ヒルシュフォーゲルはポーランド南西部のグリ

ビツェにあるコタニの生産子会社コタニポーラン

ドに66％を出資する。コタニの出資比率は34％と

なり、社名は「ヒルシュフォーゲル・コタニ・ポ

ーランド」に変更する。社長にはコタニポーラン

ドの井上尚路副社長が就任する。売上目標など詳

細については今後詰めていく。

コタニはポーランド子会社を通して欧州の日系

自動車部品メーカーに部品を供給してきたが、自

動車市場の低迷により需要が落ち込んでいた。ヒ

ルシュフォーゲルとの合弁事業を通して日系メー

カー以外にも販路を広げる。

一方、ヒルシュフォーゲルは国外では米国のほ

か、南米、中国、インドなど新興国市場に工場を持

つ。ポーランドでの生産拠点確保により成長市場

への部品供給を強化するほか、日系メーカーとの

取引拡大を見込んでいる。

（atzonline 2009年12月18日付）
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